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管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
（
管
診
協
、
会
長
＝

山
﨑
義
広
・
三
水
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
社
長
）
と
日
本
グ
ラ

ウ
ン
ド
マ
ン
ホ
ー
ル
工
業

会
（
Ｊ
Ｇ
Ｍ
Ａ
、
会
長
＝
原

口
康
弘
・
日
之
出
水
道
機
器

シ
ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
）
は
７

月
31
日
、「
下
水
道
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
向
上
を
目
指
し
て

～
道
路
陥
没
事
故
か
ら
学
ぶ

調
査
機
器
と
Ａ
Ｉ
活
用
技
術

～
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
い
た
。

　

冨
士
真
史
・
大
阪
府
都
市

整
備
部
下
水
道
室
事
業
課
長

が
「
大
阪
府
流
域
下
水
道
管

き
ょ
管
理
に
お
け
る
民
間
活

用
の
取
組
」
と
題
し
て
、
特

別
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、

管
診
協
が
「
災
害
時
等
で
の

管
診
鏡
の
活
用
事
例
」と「
Ａ

Ｉ
学
習
に
よ
る
解
析
事
例
と

管
路
埋
設
地
盤
の
陥
没
数
値

解
析
」、
Ｊ
Ｇ
Ｍ
Ａ
が
「
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
予
防
保
全
的

維
持
管
理
へ
の
転
換
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

冒
頭
、
山
﨑
会
長
は
「
こ

こ
１
年
間
の
活
動
の
中
で
特

筆
す
べ
き
こ
と
は
、
マ
ン

ホ
ー
ル
浮
上
対
策
実
施
設

計
、
マ
ン
ホ
ー
ル
管
口
耐
震

化
対
策
実
施
設
計
の
設
計
業

務
歩
掛
、
水
管
橋
の
調
査
・

点
検
歩
掛
の
発
刊
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歩
掛
に
よ
り
業
務

発
注
の
円
滑
化
に
貢
献
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
た
ほ
か
、「
下
水
道
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
最

適
化
に
向
け
た
管
路
技
術
に

関
す
る
調
査
研
究
な
ど
の
研

鑽
に
努
め
、
技
術
の
発
信
を

通
し
て
下
水
道
管
路
の
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
貢

献
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

冨
士
課
長
は
、
流
域
下
水

道
管
き
ょ
の
維
持
管
理
状
況

を
説
明
し
た
上
で
、
昨
年
度

か
ら
開
始
し
て
い
る
管
き
ょ

包
括
管
理
委
託
や
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

管
き
ょ
包
括
管
理
委
託
で

は
、
東
部
流
域
下
水
道
管
内

の
約
２
０
１
㌔
の
管
き
ょ
を

対
象
と
し
、
業
務
は
情
報
管

理
や
調
査
診
断
、
修
繕
設

計
、
改
築
設
計
、
巡
視
、
点

検
、
清
掃
浚
渫
、
修
繕
工
事

と
な
っ
て
い
る
。
発
注
方
式

に
つ
い
て
は
「
性
能
発
注
が

多
い
が
、
道
路
下
の
管
路
は

常
時
監
視
が
難
し
い
な
か
で

性
能
規
定
を
求
め
た
り
評
価

す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
、

合
流
地
区
が
あ
り
ポ
ン
プ
運

転
な
ど
雨
水
対
策
の
リ
ス
ク

を
負
う
こ
と
に
民
間
か
ら
否

定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
仕
様
発
注
と
し

た
」
と
経
緯
を
紹
介
し
た
。

管
路
包
括
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
ゲ
ー
ト
操
作
に

よ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
飛
散
や
角

落
し
破
損
に
よ
る
流
出
対
応

に
つ
い
て
迅
速
に
対
応
で
き

た
ほ
か
、
八
潮
市
の
事
故
を

受
け
た
全
国
特
別
重
点
調
査

に
お
い
て
包
括
委
託
し
て
い

る
区
域
は
他
の
区
域
よ
り
早

く
調
査
を
開
始
で
き
た
と
紹

介
し
た
。「
全
国
特
別
重
点

調
査
で
は
、
水
位
を
下
げ
ら

れ
な
い
調
査
困
難
箇
所
は
展

開
広
角
カ
メ
ラ
な
ど
の
新
技

術
を
活
用
し
た
。
ま
た
、
地

上
か
ら
の
ボ
ー
リ
ン
グ
が
困

難
な
箇
所
は
、
管
内
か
ら
空

洞
調
査
が
で
き
る
技
術
の
活

用
を
検
討
す
る
」と
述
べ
た
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
中

央
、
渚
、
南
部
の
３
処
理
区

で
の
導
入
可
能
性
調
査
を
実

施
し
、
10
年
の
長
期
契
約
、

性
能
発
注
で
水
み
ら
い
セ
ン

タ
ー
・
ポ
ン
プ
場
・
管
路
を

一
体
的
に
発
注
で
き
る
か
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
冨
士
課

長
は
「
更
新
実
施
型
だ
と
更

新
計
画
を
変
更
す
る
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
、
更
新
工
事
発

注
に
関
す
る
技
術
力
が
大
阪

府
に
残
ら
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
現
在
は
更
新
支
援
型
を

前
提
に
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
大
阪
府
の
よ
う

な
大
規
模
な
下
水
道
事
業
で

は
、
受
注
者
の
意
見
を
踏
ま

え
た
事
業
範
囲
に
し
な
い
と

引
き
受
け
手
が
見
つ
か
ら
な

い
可
能
性
が
あ
る
」
と
説
明

し
た
。

　

管
診
協
の
講
演
で
は
「
管

診
鏡
」
に
つ
い
て
、
高
解
像

度
で
撮
影
で
き
る
こ
と
や
点

検
調
査
を
安
全
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
え
る
こ
と
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
た

上
で
、
災
害
時
の
調
査
や
特

別
重
点
調
査
の
活
用
事
例
を

紹
介
し
た
。「
能
登
半
島
地

震
で
は
管
診
鏡
Ｍ
Ｃ
、
Ｐ
Ｃ

で
得
ら
れ
た
画
像
を
ク
ラ
ウ

ド
を
経
由
し
て
東
京
に
い
る

技
術
者
が
点
検
の
評
価
を

行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
人

の
確
保
が
難
し
い
場
合
で
も

効
率
的
に
調
査
を
行
え
る
」

と
説
明
し
た
ほ
か
、「
画
像

デ
ー
タ
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
が
付

与
さ
れ
る
た
め
、
マ
ッ
ピ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
に
現
場
か
ら
直

接
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
紹
介
し
た
。

　

Ｊ
Ｇ
Ｍ
Ａ
の
発
表
で
は
、

ま
ず
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
特
性

と
事
故
・
不
具
合
に
つ
い
て

説
明
。
下
水
道
賠
償
責
任
保

険
支
払
件
数
の
う
ち
、
約

38
％
が
マ
ン
ホ
ー
ル
で
、
そ

の
う
ち
93
％
が
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
と
な
っ
て
お
り
、
事
故
や

不
具
合
が
多
い
こ
と
、
標
準

耐
用
年
数
が
他
の
管
路
施
設

と
比
較
し
て
短
い
こ
と
か

ら
、
マ
ン
ホ
ー
ル
特
性
を
考

慮
し
た
維
持
管
理
が
必
要
だ

と
強
調
し
た
。
ま
た
、
マ
ン

ホ
ー
ル
蓋
の
予
防
保
全
的
維

持
管
理
に
向
け
た
具
体
的
な

手
法
と
し
て
、
維
持
管
理
の

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
サ
イ
ク
ル
の
確

立
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
変
遷
評

を
活
用
し
た
下
水
道
管
理
台

帳
シ
ス
テ
ム
へ
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
施
設
情
報
の
登
録
手

順
と
リ
ス
ク
評
価
に
よ
る
点

検
・
調
査
・
改
築
の
優
先
順

位
の
検
討
方
法
な
ど
を
紹
介

し
、
予
防
保
全
的
維
持
管
理

へ
の
転
換
を
訴
え
た
。

　

原
口
会
長
は
「
４
月
に
水

道
鉄
蓋
工
業
会
を
統
合
し
、

当
協
会
が
上
下
水
道
の
蓋
に

関
す
る
団
体
と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
下
水
道
用

グ
ラ
ウ
ン
ド
マ
ン
ホ
ー
ル
は

約
１
６
０
０
万
基
で
約
１
・

１
兆
円
、水
道
の
方
は
約
１
・

５
兆
円
の
資
産
が
あ
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
マ
ン
ホ
ー
ル
は
地

上
と
地
下
の
管
路
施
設
を
結

ぶ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
役

割
が
あ
り
、
常
に
良
い
状
態

に
保
つ
必
要
が
あ
る
」
と
説

明
。
さ
ら
に
「
水
道
管
路
の

延
長
は
約
74
万
㌔
、
下
水
道

管
路
は
約
50
万
㌔
の
ス
ト
ッ

ク
が
あ
る
が
、
更
新
率
は
ま

だ
ま
だ
低
い
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

マ
ン
ホ
ー
ル
も
更
新
量
が
年

10
万
基
で
更
新
サ
イ
ク
ル
は

１
６
０
年
と
な
る
。
全
国
に

１
６
０
０
万
基
を
設
置
し
て

く
る
な
ど
現
場
力
を
持
つ
当

協
会
と
管
診
協
が
連
携
し
て

総
合
力
を
発
揮
す
る
こ
と

で
、
管
路
の
蓋
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
効
率
的
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

130人以上が参加したセミナー

冨士課長 原口会長 山﨑会長

適
切
な
管
路
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

Ａ
Ｉ
活
用
や
予
防
保
全
的
維
持
管
理
で

管

診

協

Ｊ
Ｇ
Ｍ
Ａ
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